
団体名

基本財産

代表者

非営利の一般財団法人として静岡市及び関係諸団体との協働及び連携により動物園
事業の発展振興を図り、併せて動物の愛護思想を普及することにより、地域社会の
健全な発展に寄与し、豊かな人間性を涵養することを目的とする。

・動物愛護運動及び教育普及事業の推進
・動物園の広報事業及びイベント事業
・動物園附帯事業の経営及び受託
・動物園等における物品及び飲食物販売事業

設立目的

業務内容

設立根拠法 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

5,000,000円（50％）

出資理由等
動物園事業の発展振興や動物愛護思想の普及を図り、地域社会の健全な発展と豊か
な人間性の涵養に寄与することを目的に、5,000千円を昭和44年に出資した。

10,000,000円 市出資額
(基本財産等に占める割合)

令和７年度　外郭団体 概要・評価シート

理事長　赤堀 文宣 設立年月日 昭和44年3月20日

1.基本情報

静岡市駿河区池田1767番地の6

一般財団法人　静岡市動物園協会 所管課 日本平動物園

所在地



（１）取組実績 （令和７年度）

園内清掃の実施

トイレ・休憩所・授乳室等の満足度 90% 93%

取組概要・実績

来園者の状況に応じ各駐車場へ誘導、駐車施設の保全管理、料金の徴収

遊具、施設及び遊歩道の保全管理、料金の徴収

園路、広場、施設、休憩所、トイレ等の清掃、定期的なワックスがけ

主要取組名称 備考

駐車場への誘導および管理

市意見
 開園以来、園内管理業務を担ってきたノウハウを今後も余すことなく発揮
し、引き続き来園者目線に立った親切丁寧な質の高いサービスの提供に努めて
いただきたい。

遊戯施設の運転管理

ふれあい動物園の支援回数 115回 117回

ボランティア登録人数

遊園地の満足度 80% 83%

備考

評価指標 目標値 実績 備考

０件 ０件管理施設での管理者の責めに帰する事故発生件数

主要取組名称

ふれあい動物園の支援

ガイドボランティアの育成・支援

取組概要・実績

目指せ！動物園博士、動物園親子教室、ツアーガイド等

小動物とのふれあいを飼育員、ボランティアと協働で実施（土・日・祝）

教育普及事業の業務委託、補助金の支出

２　経営計画書の取組状況

1

60回

市意見

 愛護教育・環境教育の強化のため、公益事業である「教育普及事業」全体の
継続的かつ積極的な取組みを期待する。また、協会職員及びボランティアを対
象に近年重視されている「動物福祉」に関する研修を実施し、正しい知識を身
に着けることが望ましい。ボランティア組織への活動支援についても継続的に
実施されたい。

2

施策名称

園内管理に係る包括委
託業務

団体意見

　管理施設における事故は0件、また、遊園地及びトイレ・休憩所・授乳室等
の満足度も目標値を達成し、来園者に安全、快適なサービスを提供できたと考
えている。今後も、日常の仕業点検及び月例点検を確実に実施するとともに、
軽微な補修、修繕の迅速な実施など的確な施設の維持・保全に努めていく。

100人 148人

団体意見

　教育普及事業・ツアーガイド等及びふれあい動物園の支援いずれも目標値を
上回り、ボランティアの登録数も目標値を大きく超えた。しかし、ボランティ
アに関しては、各世代にまんべんなく登録者がいる一方、実働は50代から70代
が中心となっており、若年ボランティアの活動への参加促進及び定着が課題と
なっている。

愛護教育・環境教育の
推進

教育普及事業・ツアーガイド等の実施数 60回

施策名称 評価指標 目標値 実績 備考

教育普及事業・ツアーガイド等の実施



③新商品、新サービスの質的・量的拡大を図り、園の魅力、来園者満足度の向上を
図る。

対応着手

移動販売車事業

販売事業

（２）施策や取組実施に係る現状分析や課題

　上記に掲げた経営計画上の評価指標については、いずれも達成することができたが、収益事業の総売上額
については、令和７年度の目標値171,145千円に対し、158,844千円と達成することができなかった。これ
は、近年の少子化や温暖化による来園者の減少（令和７年度は対前年度比約8.5％の減少）が一つの要因と
考えられることから、園の魅力向上、情報発信の強化等来園者増加のための取組みを推進していく必要があ
る。

（３）現状分析や課題に対する対応方針・具体的な取組

園内にキッチンカーを配置し、軽食を販売（土日祝）

対応状況

対応実施済

対応着手

市意見

　飲食に関する事故は市民の信頼と安全を脅かす極めて重い事態であり、早急
に原因究明を行い、再発防止を徹底すること。また土産物や食事メニューの充
実は、来園者が望むサービスのひとつでもあることから、商品開発の推進やラ
インナップの見直しなどを行い、さらなる満足度及び収益の向上に繋がる取組
を推進していただきたい。

食堂事業

園内5か所の売店の運営とネット販売

しろくまキッチン

3

団体意見

　新商品・メニューの開発や土日祝のキッチンカーの配置により、多彩なサー
ビスを提供することができ、お客様の満足度90％を達成することができた。な
お、令和7年1月にレストハウスを「しろくまキッチン」としてリニューアルし
たことによる食堂への来店率向上、売上の増加等の効果は現在も持続してお
り、更なるサービス向上により満足度アップを図っていく。
　食品への異物混入が1件発生したことについては、事故の発生状況や原因を
担当内で共有し、注意喚起をすることにより再発防止に努めており、事故ゼロ
を目指していく。

備考取組概要・実績

魅力ある物販・飲食
サービスの提供

売店・お土産等の満足度 90% 90%

主要取組名称

施策名称 評価指標 目標値 実績 備考

現状分析や課題に対する対応方針・具体的な取組内容

①マーケティングの強化により来園者（将来の来園者を含む。）の商品、サービス
に対するニーズを的確に把握する。

②ＳＮＳを活用した広報を強化することにより、来園を促進する。

④ネット販売の強化により、新たな販路の拡大を図る。 対応着手

９件 33件

1件

新商品開発やサービス導入件数

食品に係る事故や異物混入の発生件数 0件



（１）収支状況（千円）

（２）資産の状況（千円）

（３）役員・職員の状況

ア　役員数（人）(R8.4.1)

イ　職員数(R8.4.1)

  評議員

市退職者・市派遣 合計 備　考

R7 15 19 1 35
オートチェア等「休止」により、業務第
１係の人員定数を削減した為

R6 15 22

19

129,655 131,068

42,834

資
産

固定資産 124,948 120,864

流動資産

常勤

非常勤

内市退職者・派遣

135,522

272,134

52,618

47,262

99,880

10,000

162,254

172,254

合　　計

7

0

350,489

188,612

321,257

0

収支差 11,392 4,986

区分 R5年度決算 R6年度決算

(静岡市からの収入総額) 177,299 183,308

支
出

329,563

20,926

R7年度決算

1

6

   理事

1,313

事業支出

342,909

332,088 341,596

区分 R5年度決算 R6年度決算

0 0

収
入

事業収入 347,068 347,895

8,306

備　考

3,588

合　計 347,068 347,895

その他

R7年度決算

350,489

00 0

備　考

136,612

40,291

合　　計 108,261 100,605

254,603 251,932

負
債

固定負債 65,427 60,314

流動負債

事業外支出 0 0

その他

合計 335,676

３　団体の財務・人員の状況

事業外収入

146,342 151,328

正
味
財
産

基本財産／資本金 10,000 10,000

剰余金等 136,342 141,328

合　　計

内市退職者・派遣

0 1

0

1

非正規職員

2 39
オートチェア等「再開」により、業務第
１係の人員定数を増員した為

R8 14
退職により生じた欠員の補充ができな
かったため。

合計

0

7

正規職員

7

0

0

1 34



対応着手

（財産・資産）今後も引き続き財産・資産の安定した管理に努め、年々高騰する物価や給
与に対応する為の資金調達を推し進めていく。

対応着手

　各取組みの施策における目標値はほぼ達成しているが、飲食に関する事故が1件発生している。前述のと
おり、この事案は市民の信頼と安全を脅かす極めて重い事態であるため、早急に原因究明を行い、再発防止
を徹底すること。また入園者数が減少傾向にある中、コスト削減を図り大幅に収支を黒字としていることは
評価できる。今後も収益確保に向けた継続的なサービスの提供及び向上を期待する。これまで培ってきた管
理運営業務のノウハウを余すことなく発揮していただきたい。
　なお、業務の抜本的な効率化や見直しを前提に、組織・人員体制のあり方を慎重に検討されたい。

（４）財政・人員体制の現状分析や課題

（収支）前年度に引き続き黒字を確保することができた。また、その黒字額は前年度に比べ増加した。これ
は、収益額が増加している一方で、支出額では、業務の効率化により人件費が削減できたことが大きく減少
する要因となった為である。
（財産・資産）的確な管理を行っており、資金繰りは安定している。なお、顕著な増減とはなっていない。
（人員体制）受託事業を中心として効率的な人員配置により業務を遂行しているが、人員配置がぎりぎりと
なっており、退職者がいないと新規に正規職員を募集しにくい状況にある。このため、人事管理、財務会計
処理等に携わる職員が固定化し、後任の育成が課題となっている。

（５）現状分析や課題に対する対応方針・具体的な取組

４　全体総括・評価

外郭団体

　経営計画上の目標はほぼ達成できているが、近年の来園者の減少に伴う収益事業の売上げの減少により、
協会全体の収支の悪化が推測される為、従来の取組みに加えて、他園で効果を上げた好取組みなどを研究
し、取り入れるなど、世の中の変化に応じた施策に弾力的に取り組む。
　そのために経営方針等の将来ビジョンを全職員で共有し、更なる事業の成長を目指して、安定的且つ持続
的な協会の運営を実現していきたい。

静岡市

（人員体制）職員の能力を更に伸ばす内部研修や外部研修の提供、人事評価制度の見直し
等を通じて、職員自らが成長を実感する仕組み作りや誰もがリーダーシップを発揮できる
環境の整備、未知の取り組みに対し果敢に取り組む人材の積極的な育成及び体制を推し進
めていく。

現状分析や課題に対する対応方針・具体的な取組内容

（収支）業務の効率化、業務配分の見直し、物価高騰に応じた適正価格の設定、客単価の
向上、魅力的な商品展開、新たな販路の確立、入園者誘致に関する取組み等、当協会を取
り巻く内部環境と外部環境に積極的に取り組むことで、経費の減、売上の増の経営構造を
確実なものとし、事業の成長を見越した経営を推し進めていく。

対応状況

対応着手


